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子どもが育つということ       

校長 林 久徳

「出発していいですか」「出発してもいいで

すよね」「出発します」朝の集団登校でのちょ

っとした会話の一コマ。このあと「いっせいの

うで」「行ってきます！」と続き歩き始めます。

朝，子どもたちは楽しそうに集合場所に集まっ

てきます。集まるとすぐに，思い思いの楽しみ

を見つけ，畑に入ったり，お話ししたり，時に

は走り回ったりしています。ほぼ全員がそろう

と何となくは並んでいるのですが，びしっとはしません。一人一人が何となく好き勝手をして誰

かが号令をかけるのを待っているのです。「みんなが並んだら僕も並ぼう」「言われたらやろう」

そんな子どもの姿を学校生活ではよく見かけます。今年１年間登校のリーダーをしてくれた子も

リーダーになるまでは挨拶の声も弱々しかったり，列を整えることも自信がなかったりしていま

した。でも日を追うごとにリーダーとしての気持ちや態度が身に付き，「並んで！」と言って並

ばせられるようになりました。それでも出発するかどうかの判断はそこにいる大人の指示を仰ぐ

ことが常で，大人が何も言わないとみんなでそこに立ち止まっていたのでした。「出発していい

ですか」「どう思う？」「・・・・」。並ばせて，うまく並べて大丈夫という判断ができたら出発

する。まだならもう一度並ばせる。たったそれだけのことにも，たったそんなことができるまで

にも，学びがあり，葛藤があり，決断があり，そしてやっと力が身についていったのです。 

わたしたちが子育てをするときには，いろんな迷いや憂い，悩みがつきまといます。ついつい

目先の利害や大人の都合で進む方向が決まることも少なくありません。そんな時ぶれずに判断す

る大きな基準は「わが子がどんな人になってほしいのか」ということだと思います。学校の様々

な取組を考え，迷った時も，「静原校の子どもがどんな人になってほしいのか」を判断基準にし

ています。本校はバスで通っている子も一つ手前のバス停で降りて，みんなと一緒に集団登校で

歩いてきます。そんな約束が以前から続けられています。きっと静原校の子どもたちに対する強

い願いを込めて取り組まれてきたのでしょう。それは素晴らしい教育だとわたしは思います。子

どもは学校の授業中だけで育つのではありません。学校に登校する前，集団登校からも子どもは

学び育っているのです。「かわいい子には旅をさせろ」これは決して昔の言葉ではないのです。 

声をかけてみんなを並ばせ，自分でこれでＯＫと判断し「出発します」「いっせいのうで，行

ってきます」。そのしっかりとした口調の声掛けを聞きながら，「ああ，もうすぐ卒業式だな」と

思うこの頃です。 
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＊ご予定をお願いいたします。

着任式・始業式 ４月１０日（月） 開式 ８：５０～ 講堂にて

入学式は，現時点で入学予定者がいないため，予定していません。

１～６年生の歌や演

奏の発表と音楽クイズ

のような楽しい音楽活動もし

ました。たくさんの地域の

方々，保護者の皆様にお集ま

りいただきまして，ご声援ま

でいただきましていい会となりました。音楽会終了後，日頃

よりゲストティーチャーになっていただいたり，行事に参加

いただいたりして静原校の児童に元気ややる気をいただいて

います。その感謝として，お花をお渡ししました。学校行事の参観に来ていただくのも児童

の励みになります。音楽会参観も多数お越しいただきましてありがとうございました。 

卒業を前に自分の気

持ちを表す漢字一文字を書き，作品にします。床にいつもよりは

だいぶん大きな紙に，筆を全身で動かして書きます。空中に漢字

を書いて書き順を確かめて，いっきにかけるようにします。気持

ちよく仕上げることができました。 

花背山の家に雪山体験教室に行ってきました。大変

雪の多い年で，雪自体は珍しくなくなっています

が，もっと多い雪の中で普段できない活動をしようとい

うことで保護者の皆さんもたくさん参加していただきま

した。あいにくの大雪で道が倒木でふさがり予定の時刻

から大幅に遅れての到着になりました。到着が遅れたの

で，当初予定していた歩くスキーは中止して，そり遊び

を行いました。子どもたちだけでなく，大人たちもおお

はしゃぎで雪にまみれながらそりを楽しみました。

３・４年生で，兵庫県民会館に，「近畿子どもの水辺交流

会」に行ってきました。これまで，静原川や下流の生き物，

使われ方，地域や子ども達の思い等，個々に調べてきたテー

マについて発表し，他校の実践を聞いて，「水辺からもらえる

おくりもの」について考えたり，未来につなげるためにして

いきたい事などを話し合ったりしました。発表前はとても緊

張していた様子でしたが，しっかりと自分達の伝えたい事を

発表することができました。大勢の人の前で話す経験，調べてきたことを伝える経験，いろ

んな考え方にふれる経験等，様々な経験をして，また一歩成長することができた１日でした。


